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Rapid and Simultaneous Determination of Pesticides in Foods 
     by High Performance Liquid Chromatography
Noriko Rokushima, Naoko Abe, Mayumi Okamoto and  YOtaro Kondo
  Reversed-phase high performance liquid chromatography (HPLC) using acetonitrile-water as a 
mobile phase and UV detection is performed for a rapid and simultaneous determination of 25 
pesticides of different types, namely organophosphorus, organochlorine, carbamates, triazines and 
nitroaniline in fruits, vegetables and tea leaves. The pesticides were extracted with acetone and 
then partitioned with dichloromethane. Clean-up of the samples was accomplished by open-column 
liquid chromatography with florisil. Eleven pesticides were detected from 22 among 35 samples. 
The detection limits of the present method were less than 0.001 //g/g.
1.は じ め に
 いま,日 本の農業では,多 くの種類の農薬が使用
されてお り,そ の数は国内で約300種 類,世 界では
約600～700種 類に上 ると言われている1)。害虫や病
原菌を殺す殺虫剤や殺菌剤,雑 草だけを選んで枯 ら





 この ように幅広 く使われている農薬は,野 菜や果
物では表面にそのまま付着 して残 るほか,吸 収 され
て可食部に移行 した りすると考えられている。家畜
のエサ となる穀類や草に農薬が残 ってお り,そ れを
食べた牛豚の肉や鶏卵,牛 乳から農薬が検 出された
ことが報告 されている。また,散 布された除草剤が




与えて殺虫 ・除草の効果 を得るものであるが,人 も
虫 も,呼 吸や神経作用な どの生理機能の面では,本
質的な違いがあるわけではなく,構 造の基本単位が
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細胞であることは,人 も植物 も同 じである。 したが
って虫や植物に毒性を示す ものは,人 に対 して も毒
牲を現す ことは言わば当然のことである。
 外 国では作物を収穫 したあ と輸 出するにあた っ
て,農 薬を使用す る(ポ ス トハーベス ト)な ど,我
が国 と異なつた使用形態 もある。 ポス トハーベス ト
農薬4)の 使用は,散 布か ら喫食までの期間が短 く,
使用場所が貯蔵倉庫などであ り,日 光 ・雨などによ
る分解 ・流失がないため,収 穫前 の農薬使用に比較
して,残 留が多 くな りやすい とい う問題点がある。
 最近の農薬の急性毒性は,低 毒性になってきてい
る。 しかし,し ば しば誤解されているように,人 畜
無害では決 してない。"農 薬 は生物に とって,本 質
的には毒である"と い うことには変わ りはない。 日
常,口 にする穀物,野 菜,果 物,魚 介類,肉 類か ら
飲料水にいた るまで,あ らゆ る食物に農薬が残留 し
ていると言われてお り,ご く微量であっても,毎 日
摂取 していると,ア レルギー疾患の素因にな った り,
ひ どければ癌などの病気になった りす ると言われて
いる。 このため,農 薬の使用や,食 品への残留につ
いての規制が食品衛生法及び,農 薬取締法に基づい
て行われてお り,関 心が高まっている。また,近 年,
環境中に微量存在 し,生 体内でホルモンに似た働き
を行って,内 分泌系を撹乱す る化学物質(環 境ホル
モン)と して幾つかの農薬が疑われている5)0






































































































































カラム:東ソ一樹 TSK-gelEnviropak G1 (6.0 
mm I.D. x 150mm)，溶離液;50 mM KH2PU4-

























































アシュラム 10 77 
DDVP 32 82.1 
シマジン 124.3 85.6 
チウラム 54.3 75. 1 
メチダチオン 86.4 74.7 
キャプタン 87.3 97 
ナプロパミド 89 73.9 
イソプロチオラン 105.3 118.2 
フ/レトラニノレ 84.1 74 
プロピザミド 102.8 82.6 
メプロニル 100.2 79.3 
フェニトロチオン 85.3 85.1 
ダイアジノン 68.3 67 
ペンスリド 113.1 170.8 
グロロタニノレ 84.8 88.1 
EDDP 97.6 84.4 
イソフェンフォス 94.9 70.3 
エチルチオメトン 52.7 80.9 
トリクロフォスメチル 87.4 79.5 
ブタミフォス 77.1 415. 1 
イソキサチオン 134 254.9 
ベンフラカルブ 180 365.8 
EPN 96.7 106 
クロノレピリホス 90.6 278.3 

































































































































農薬 農産物 残留濃度 (μgjg) 残留基準値 (μgjg)
アシュラム なし(皮) 0.52 0.5 
ヒーマン 0.78 0.2 
たまねぎ 0.45 0.2 
キウイフルーツ(果肉) 0.1 0.2 
キウイフルーツ(皮) 0.04 0.5 
DDVP キウイフルーツ(果肉) 1. 55 0.1 
きゅうり 1. 92 0.1 
巨峰(果肉) 1.1 0.1 
白菜 0.57 0.1 
ブ、ロッコリー 0.52 0.1 
アスパラガス 0.63 0.1 
ほうれん草 0.08 0.1 
りんご(果肉) 0.29 0.1 
りんご(皮) 0.68 0.1 
ネーブルオレンジ(果肉) 0.93 0.1 
ネーブルオレンジ(皮) 1. 45 0.1 
シマジン キウイフルーツ(皮) 0.94 
いんげん 0.58 ND 
巨峰(果肉) 1. 03 
巨峰(皮) 0.93 
きゅうり 0.42 ND 
にんじん 0.2 ND 
メチダチオン いんげん 0.15 0.2 
グレープフルーツ(皮) 3.52 0.2 
宇治茶 0.81 
ダイアジノン トマト(皮) 4.09 0.1 
メプロニル レモン(皮) 5.02 2 
フェニトロチオン トマト(果肉) 0.35 0.2 
パナナ(果肉) 0.49 0.2 
りんご(果肉) 0.21 0.2 
りんご(皮) 0.13 0.2 
麦茶 0.57 
クロロタニノレ キウイフルーツ(皮) 0.11 
EDDP 玄米茶 0.15 
紅茶 0.49 
エチルチオメトン 白菜 1. 43 0.1 
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